
●
村
内
の
人
口
減
少
、
産
業
や
観
光
業
な

ど
の
衰
退
傾
向
に
対
し
、
10
年
後
、
20
年

後
を
見
据
え
た
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
が
村
に
は

あ
る
の
か
？

▽
昭
和
40
年
代
に
開
始
さ
れ
た
村
の
基
幹

産
業
で
あ
る
茶
業
は
、
開
始
か
ら
約
50
年

が
経
過
し
、
茶
木
の
経
年
に
よ
る
衰
弱
、

生
産
者
の
高
齢
化
、
そ
し
て
茶
自
体
の
価

格
下
落
に
よ
り
、
過
渡
期
を
迎
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
村
内
の
農
業
を
守
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
度
か
ら
は

遊
休
農
地
を
研
修
農
園
と
し
て
貸
し
出
す

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　人
口
増
加
に
向
け
、
企
業
誘
致
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
村
内
は
全
域
が
丹

沢
大
山
国
定
公
園
ま
た
は
県
立
丹
沢
大
山

自
然
公
園
で
あ
り
、
土
地
開
発
が
厳
し
く

規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
積
極
的
に

土
地
利
用
を
進
め
る
た
め
、「
特
定
地
域
土

地
利
用
計
画
」に
つ
い
て
県
と
調
整
し
な
が

ら
、
現
在
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

村
内
で
増
え
て
い
る
空
き
家
の
利
活
用
に

向
け
た
補
助
金
交
付
も
導
入
し
て
い
ま
す
。

　現
行
の
子
育
て
支
援
、
高
齢
者
福
祉
、

教
育
な
ど
を
含
め
、
自
然
を
愛
す
る
方
々

の
定
住
を
促
進
し
て
、
活
気
の
あ
る
村
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
村
内
へ
の
企
業
誘
致
策
は
？

▽
村
で
は
、
民
間
会
社
と
企
業
誘
致
に
係

る
包
括
協
定
を
締
結
し
、
実
際
に
誘
致
で

き
た
企
業
も
あ
り
ま
す
。
村
内
の
地
形
か

ら
大
規
模
企
業
の
誘
致
は
な
か
な
か
難
し

い
で
す
が
、
村
の
資
源
、
例
え
ば
豊
富
な

水
な
ど
が
活
用
で
き
る
よ
う
な
企
業
誘
致

を
今
後
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
登
山
者
・
ハ
イ
カ
ー
が
バ
ス
な
ど
で
村

に
た
く
さ
ん
訪
れ
て
い
る
が
、「
道
の
駅
」

な
ど
の
施
設
を
利
用
し
て
い
る
様
子
が
な

い
の
で
、
村
の
観
光
事
業
の
新
た
な
顧
客

に
で
き
な
い
か
？

▽
村
の
観
光
入
込
客
数
は
コ
ロ
ナ
禍
で
大

き
く
減
少
し
た
も
の
の
、
徐
々
に
回
復
し

て
き
て
い
ま
す
。
道
の
駅
や
別
所
の
湯
、

宮
ヶ
瀬
湖
畔
園
地
な
ど
を
活
用
し
、
ハ
イ

カ
ー
の
方
々
に
村
に
少
し
で
も
滞
在
し
て

い
た
だ
き
、
経
済
活
動
を
し
て
も
ら
え
る

仕
掛
け
を
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

●
路
線
バ
ス
の「
役
場
前
バ
ス
停
」で「
道

の
駅
清
川
」の
紹
介
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
導
入

し
た
ら
ど
う
か
？

▽
バ
ス
事
業
者
と
調
整
し
な
が
ら
、
導
入

を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
宮
ヶ
瀬
地
区
で
は
園
地
内
で
余
暇
を
楽

し
む
方
々
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
が
、
付

近
の
山
林
を
活
用
し
、
遊
歩
道
な
ど
を
整

備
し
て
、
一
層
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

な
取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
？

▽
園
地
周
辺
に
は
展
望
台
な
ど
も
あ
り
、

そ
の
活
用
策
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
ま

す
。
土
地
の
所
有
や
地
形
な
ど
の
課
題
も

あ
り
ま
す
が
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　ま
た
、
今
年
度
は
駐
車
場
の
隣
接
す
る

傾
斜
地
か
ら
の
落
石
に
対
す
る
安
全
対
策

も
含
め
て
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
施
設
を
整
備
し

ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
設
置
も
含

め
、
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
活
用
し
て

産
業
・
観
光

　５
月
14
日（
土
）か
ら
６
月
10
日

（
金
）に
か
け
て
、
住
民
懇
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
約
２
年
半
ぶ
り
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
が
、
延
べ
22
人
の
皆
さ
ん

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　村
の
業
務
や
施
策
に
対
す
る
ご
意

見
や
ご
要
望
な
ど
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

令和４年度

たくさんのご意見
ありがとうございました

住 民 懇 談 会
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●
幼
・
小
・
中
一
貫
校
整
備
の
進
め
方
に

つ
い
て
、
検
討
組
織
に
は
ど
の
よ
う
な
方

が
参
加
し
て
い
る
の
か
？

▽
研
究
・
検
討
会
は
保
護
者
や
教
諭
に
加

え
て
、
公
募
の
委
員
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
施
設
整
備
検
討
に
係
る
委
員
会
に

も
同
様
に
公
募
委
員
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。　今

後
の
教
育
に
お
い
て
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
な
ど

地
域
と
の
連
携
は
学
校
運
営
に
必
要
不
可

欠
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
地
域
に

開
か
れ
た
学
校
、
ま
た
防
災
対
策
で
の
利

活
用
も
含
め
、
清
川
ら
し
い
学
校
を
で
き

る
限
り
整
備
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　村
で
進
め
て
い
る
一
貫
校
の
取
り
組
み

は
、
幼
稚
園
も
含
ん
だ
全
国
で
も
珍
し
い

ケ
ー
ス
で
、
前
例
も
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
方
式
で
一
つ
一
つ
進
め
て

い
ま
す
。

　今
後
、
基
本
構
想
に
関
す
る
説
明
会
や

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
予
定

で
あ
り
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
幼
・
小
・
中
一
貫
校
整
備
後
の
跡
地
利

用
は
。
幼
稚
園
、
小
中
学
校
は
、
そ
の
立

地
条
件
か
ら
観
光
施
策
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
？

▽
空
い
た
園
舎
や
校
舎
な
ど
は
、
耐
用
年

数
を
考
え
な
が
ら
、
利
用
方
法
を
探
っ
て

い
き
た
い
で
す
。
観
光
面
な
ど
で
新
た
な

滞
在
ス
ペ
ー
ス
を
創
作
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は
一
貫
校

の
整
備
を
優
先
的
に
考
え
て
い
き
た
い
で

す
。

●
村
で
は
、
小
学
６
年
生
を
対
象
と
し
た

「
子
ど
も
議
会
」を
実
施
し
て
い
る
が
、
中

学
生
や
高
校
生
を
対
象
と
し
て
行
う
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
。
ま
た
違
う
意
見
や
要

望
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
集
約
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

▽
児
童
・
生
徒
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
こ

と
は
大
変
重
要
で
あ
り
、
有
効
で
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
第
４
次
総

合
計
画
の
策
定
に
係
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

実
施
に
お
い
て
は
、
村
教
育
委
員
会
と
調

整
し
、
村
内
中
学
生
に
も
参
加
し
て
も
ら

う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
近
年
は
周
辺
大
学
と
の
連
携
を

推
進
し
、
教
育
か
ら
観
光
、
福
祉
分
野
に

お
い
て
村
行
政
に
係
る
効
果
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

●
現
在
は
、
厚
木
市
飯
山
方
面
を
経
由
し

た
バ
ス
路
線
し
か
な
い
が
、
七
沢
方
面
に

は
運
行
で
き
な
い
の
か
？

▽
以
前
は
七
沢
方
面
か
ら
伊
勢
原
駅
に
向

か
う
バ
ス
路
線
が
あ
り
ま
し
た
が
、
規
制

緩
和
に
よ
り
赤
字
路
線
で
あ
っ
た
当
路
線

は
廃
止
と
な
り
、
そ
の
後
、
厚
木
西
高
校

へ
の
通
学
を
確
保
す
る
村
営
バ
ス
を
運
行

し
て
い
ま
し
た
が
、
利
用
者
数
が
少
な
く
、

こ
ち
ら
も
廃
止
と
な
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。　た

だ
し
、
七
沢
、
森
の
里
、
玉
川
方
面

は
工
業
団
地
が
新
設
さ
れ
た
り
、
大
企
業

が
あ
っ
た
り
と
村
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
向
上

が
必
要
で
あ
る
地
域
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

建
設
が
進
む
国
道
２
４
６
号
バ
イ
パ
ス

「
厚
木
秦
野
道
路
」の「
森
の
里
イ
ン
タ
ー
」

に
、
村
か
ら
直
通
の
道
路
建
設
が
検
討
さ

れ
て
お
り
、
実
現
に
向
け
て
要
望
し
て
い

き
ま
す
。

●
村
で
費
用
補
助
し
て
い
る
路
線
バ
ス
の

早
朝
、
深
夜
時
間
帯
運
行
は
、
バ
ス
利
用

者
に
は
大
変
に
有
益
で
あ
り
、
継
続
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

▽
村
か
ら
厚
木
市
、
ま
た
そ
の
先
ま
で
の

「
交
通
の
足
の
確
保
」は
村
の
重
要
施
策
で

あ
り
、
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
村
の
税
収
の
大
部
分
を
占
め
る「
国
有

資
産
等
所
在
市
町
村
交
付
金
」は
減
る
も

の
な
の
か
？

▽
当
該
交
付
金
は
ダ
ム
建
設
に
よ
る
村
の

固
定
資
産
税
補
償
の
意
味
合
い
を
も
つ
も
の

で
、
ダ
ム
施
設
の
減
価
償
却
に
よ
り
、
１
年

ご
と
に
約
２
千
万
円
ほ
ど
が
減
っ
て
き
て
い

ま
す
。
令
和
14
年
度
に
は
７
億
７
千
３
百
万

円
に
ま
で
減
少
す
る
見
込
み
で
、
財
源
不
足

分
は
地
方
交
付
税
で
補
填
さ
れ
ま
す
。

●
下
水
道
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
で
水

道
・
下
水
道
料
金
は
あ
が
る
の
か
？

▽
現
在
、
下
水
道
施
設
は
複
数
年
に
わ

た
っ
て
計
画
的
に
改
修
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
起
債
や
国
庫
補
助
金
を
活
用
し
、

村
負
担
額
の
平
準
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

村
の
下
水
道
事
業
は
、
宮
ヶ
瀬
ダ
ム
建
設

に
伴
う
水
源
地
域
振
興
対
策
特
別
措
置
法

に
よ
り
当
時
の
負
担
が
少
な
い
形
で
供
用

開
始
に
至
り
ま
し
た
が
、
維
持
管
理
費
用

に
つ
い
て
は
住
民
の
皆
さ
ん
に
も
負
担
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　現
在
、
村
の
下
水
道
使
用
料
は
県
内
で

低
い
水
準
に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
、
運
営

協
議
会
に
も
お
諮
り
し
、
改
正
に
ご
理
解

い
た
だ
け
る
よ
う
、
丁
寧
に
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。

教
　
育

生
活
交
通

財
　
政
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●
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・
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中
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貫
校
整
備
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進
め
方
に

つ
い
て
、
検
討
組
織
に
は
ど
の
よ
う
な
方

が
参
加
し
て
い
る
の
か
？

▽
研
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・
検
討
会
は
保
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者
や
教
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に
加
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、
公
募
の
委
員
で
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ま
す
。
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、
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整
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検
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に
係
る
委
員
会
に

も
同
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に
公
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委
員
を
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し
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ま

す
。　今

後
の
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に
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て
、
放
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後
児
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ク
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や
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ど
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と
の
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運
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不
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で
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と
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ま
す
。
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に
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学
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、
ま
た
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災
対
策
で
の
利

活
用
も
含
め
、
清
川
ら
し
い
学
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を
で
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る
限
り
整
備
し
て
い
き
た
い
で
す
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　村
で
進
め
て
い
る
一
貫
校
の
取
り
組
み

は
、
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稚
園
も
含
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だ
全
国
で
も
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し
い
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で
、
前
例
も
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な
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こ
と
も
あ
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、
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で
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ま
す
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後
、
基
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構
想
に
関
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る
説
明
会
や

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
予
定

で
あ
り
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
幼
・
小
・
中
一
貫
校
整
備
後
の
跡
地
利

用
は
。
幼
稚
園
、
小
中
学
校
は
、
そ
の
立

地
条
件
か
ら
観
光
施
策
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
？

▽
空
い
た
園
舎
や
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舎
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ど
は
、
耐
用
年

数
を
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え
な
が
ら
、
利
用
方
法
を
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す
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光
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ど
で
新
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な

滞
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を
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こ
と
が
で
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る
か
も
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れ
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は
一
貫
校

の
整
備
を
優
先
的
に
考
え
て
い
き
た
い
で

す
。

●
村
で
は
、
小
学
６
年
生
を
対
象
と
し
た

「
子
ど
も
議
会
」を
実
施
し
て
い
る
が
、
中

学
生
や
高
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を
対
象
と
し
て
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こ
と

は
で
き
な
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の
か
。
ま
た
違
う
意
見
や
要

望
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
集
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す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

▽
児
童
・
生
徒
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
こ

と
は
大
変
重
要
で
あ
り
、
有
効
で
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
第
４
次
総

合
計
画
の
策
定
に
係
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

実
施
に
お
い
て
は
、
村
教
育
委
員
会
と
調

整
し
、
村
内
中
学
生
に
も
参
加
し
て
も
ら

う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
近
年
は
周
辺
大
学
と
の
連
携
を

推
進
し
、
教
育
か
ら
観
光
、
福
祉
分
野
に

お
い
て
村
行
政
に
係
る
効
果
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

●
現
在
は
、
厚
木
市
飯
山
方
面
を
経
由
し

た
バ
ス
路
線
し
か
な
い
が
、
七
沢
方
面
に

は
運
行
で
き
な
い
の
か
？

▽
以
前
は
七
沢
方
面
か
ら
伊
勢
原
駅
に
向

か
う
バ
ス
路
線
が
あ
り
ま
し
た
が
、
規
制

緩
和
に
よ
り
赤
字
路
線
で
あ
っ
た
当
路
線

は
廃
止
と
な
り
、
そ
の
後
、
厚
木
西
高
校

へ
の
通
学
を
確
保
す
る
村
営
バ
ス
を
運
行

し
て
い
ま
し
た
が
、
利
用
者
数
が
少
な
く
、

こ
ち
ら
も
廃
止
と
な
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。　た

だ
し
、
七
沢
、
森
の
里
、
玉
川
方
面

は
工
業
団
地
が
新
設
さ
れ
た
り
、
大
企
業

が
あ
っ
た
り
と
村
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
向
上

が
必
要
で
あ
る
地
域
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

建
設
が
進
む
国
道
２
４
６
号
バ
イ
パ
ス

「
厚
木
秦
野
道
路
」の「
森
の
里
イ
ン
タ
ー
」

に
、
村
か
ら
直
通
の
道
路
建
設
が
検
討
さ

れ
て
お
り
、
実
現
に
向
け
て
要
望
し
て
い

き
ま
す
。

●
村
で
費
用
補
助
し
て
い
る
路
線
バ
ス
の

早
朝
、
深
夜
時
間
帯
運
行
は
、
バ
ス
利
用

者
に
は
大
変
に
有
益
で
あ
り
、
継
続
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

▽
村
か
ら
厚
木
市
、
ま
た
そ
の
先
ま
で
の

「
交
通
の
足
の
確
保
」は
村
の
重
要
施
策
で

あ
り
、
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
村
の
税
収
の
大
部
分
を
占
め
る「
国
有

資
産
等
所
在
市
町
村
交
付
金
」は
減
る
も

の
な
の
か
？

▽
当
該
交
付
金
は
ダ
ム
建
設
に
よ
る
村
の

固
定
資
産
税
補
償
の
意
味
合
い
を
も
つ
も
の

で
、
ダ
ム
施
設
の
減
価
償
却
に
よ
り
、
１
年

ご
と
に
約
２
千
万
円
ほ
ど
が
減
っ
て
き
て
い

ま
す
。
令
和
14
年
度
に
は
７
億
７
千
３
百
万

円
に
ま
で
減
少
す
る
見
込
み
で
、
財
源
不
足

分
は
地
方
交
付
税
で
補
填
さ
れ
ま
す
。

●
下
水
道
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
で
水

道
・
下
水
道
料
金
は
あ
が
る
の
か
？

▽
現
在
、
下
水
道
施
設
は
複
数
年
に
わ

た
っ
て
計
画
的
に
改
修
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
起
債
や
国
庫
補
助
金
を
活
用
し
、

村
負
担
額
の
平
準
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

村
の
下
水
道
事
業
は
、
宮
ヶ
瀬
ダ
ム
建
設

に
伴
う
水
源
地
域
振
興
対
策
特
別
措
置
法

に
よ
り
当
時
の
負
担
が
少
な
い
形
で
供
用

開
始
に
至
り
ま
し
た
が
、
維
持
管
理
費
用

に
つ
い
て
は
住
民
の
皆
さ
ん
に
も
負
担
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　現
在
、
村
の
下
水
道
使
用
料
は
県
内
で

低
い
水
準
に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
、
運
営

協
議
会
に
も
お
諮
り
し
、
改
正
に
ご
理
解

い
た
だ
け
る
よ
う
、
丁
寧
に
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。

教
　
育

生
活
交
通

財
　
政
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●
大
地
震
や
台
風
な
ど
の
風
水
害
に
よ
る

大
規
模
災
害
が
全
国
的
に
危
惧
さ
れ
て
い

る
が
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
た
場

合
の
対
応
策
は
？

▽
村
で
は
村
民
の
皆
さ
ん
の
非
常
用
食
糧

の
確
保
や
治
山
、
治
水
、
急
傾
斜
地
対
策

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
防
団
と
の

災
害
時
の
協
力
井
戸
の
取
り
組
み
や
村
簡

易
水
道
の
水
道
水
を
利
用
し
た
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
飲
料
水
を
必
要
数
ス
ト
ッ
ク
し
て
い

ま
す
が
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
際
、

村
に
よ
る
公
助
支
援
に
は
限
界
が
あ
り
、

自
衛
隊
な
ど
の
迅
速
な
支
援
が
可
能
と
な

る
よ
う
、
関
係
機
関
と
の
協
定
締
結
や
連

携
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
２
０
１
９
年
の
台
風
19
号
発
災
時
、
村

で
は
自
治
会
館
な
ど
で
個
人
が
所
有
す
る

携
帯
電
話
の
充
電
支
援
を
行
っ
て
い
た
だ

い
た
。
大
変
有
難
か
っ
た
が
、
携
帯
電
話

の
ア
ン
テ
ナ
基
地
局
が
ダ
ウ
ン
し
て
し

ま
っ
た
た
め
、
携
帯
電
話
が
利
用
で
き
な

く
な
っ
た
経
緯
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
停
電
に
よ
り
宮
ヶ
瀬
レ
イ
ク
サ

イ
ド
Ｆ
Ｍ
を
聴
く
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

　
災
害
時
に
は
村
行
政
も
あ
ら
ゆ
る
支
援

活
動
を
行
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
そ
の
情

報
が
住
民
に
は
伝
わ
っ
て
来
な
い
。
結
果

的
に
行
政
へ
の
不
信
・
不
満
に
つ
な
が
っ

て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
情
報
を

公
開
し
て
も
ら
い
た
い
。

▽
村
も
可
能
な
限
り
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
が
、
皆
さ
ん
も
自
助
の
取
り

組
み
、
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た

ち
へ
の「
挨
拶
励
行
」の
た
め
、冒
頭
に「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
こ
ん
に
ち
は
」な

ど
の
あ
い
さ
つ
を
入
れ
ら
れ
な
い
か
？

▽
ご
提
案
の
主
旨
は
大
変
よ
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
他
の
地
域
で
の
状
況
や
防
災

行
政
無
線
の
運
用
に
係
る
法
・
規
定
な
ど

を
確
認
し
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※

防
災
行
政
無
線
は
村
民
の
皆
さ
ん
に
必

要
な
情
報
を
明
瞭
か
つ
簡
潔
に
伝
え
る
必

要
が
あ
り
、
冒
頭
に「
あ
い
さ
つ
」を
入
れ

て
い
る
自
治
体
は
少
な
い
こ
と
か
ら
、
現

行
の
実
施
を
継
続
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん

延
に
よ
る
不
安
払
拭
の
た
め
、
村
内
の
感

染
状
況
を
も
っ
と
周
知
す
べ
き
で
は
な
い

か
？

▽
こ
れ
ま
で
村
内
施
設
な
ど
で
の
ク
ラ
ス

タ
ー
に
よ
る
感
染
拡
大
は
確
認
さ
れ
て
お

ら
ず
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
村
外
で
の
感
染

者
、
ま
た
そ
の
家
庭
内
で
の
感
染
で
し
た
。

村
の
施
設
は
、
国
の
指
定
・
措
置
や
近
隣

市
町
の
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、
対
応
を

決
定
し
、
消
毒
や
換
気
な
ど
の
取
り
組
み

も
徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
ク

リ
ス
マ
ス
、
花
火
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

中
止
・
規
模
縮
小
が
続
い
て
き
た
が
、
今

年
度
の
見
込
み
は
？ 

▽
令
和
４
年
度
当
初
予
算
で
は
通
常
開
催

の
た
め
の
予
算
を
確
保
し
て
お
り
、
感
染

状
況
を
注
視
し
な
が
ら
に
は
な
り
ま
す
が
、

通
年
ど
お
り
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

●
村
と
厚
木
市
の
境
へ
の
ゴ
ミ
集
積
が
ひ

ど
く
な
っ
て
い
る
。
ど
う
に
か
対
策
が
取

れ
な
い
か
？

▽
厚
木
市
の
区
域
に
な
り
ま
す
が
、
警
察

や
県
厚
木
土
木
事
務
所
な
ど
が
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
て
お
り
、
引
き
続
い
て
対
応

を
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
村
に
豊
富
な「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

の
導
入
事
業
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
？

▽
村
で
は
太
陽
光
発
電
、
太
陽
熱
利
用
設

備
、
薪
ス
ト
ー
ブ
設
置
、
電
気
自
動
車
に

対
す
る
導
入
経
費
補
助
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
蓄
電
池
に
係
る
補
助
制
度
は
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
脱
炭
素
の

取
り
組
み
は
地
球
規
模
で
必
要
で
あ
り
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
重
要
性
は

認
識
し
て
い
ま
す
が
、
村
内
の
河
川
や
水

路
を
利
用
し
た
発
電
は
、
水
利
権
や
発
電

の
採
算
性
の
課
題
か
ら
村
主
導
で
進
め
る

こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
村
内
の
自
治
会
館
の
入
り
口
部
分
に
手

す
り
を
設
置
で
き
な
い
か
？

▽
現
地
確
認
の
う
え
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

防
　
災

環
　
境

コ
ロ
ナ
関
連

そ
の
他

　い
た
だ
い
た
ご
意
見
な
ど
は
、
全

て
共
有
し
、
今
後
の
村
政
運
営
の
参

考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
住
み
よ
い

村
づ
く
り
に
役
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

総
務
課
管
理
係

☎（
２
８
８
）１
２
１
２

問
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「ご近所」さんから「ご近助」さんへ

　自治会は、地域に住む皆さんで組織され、時には親睦を深め、時には助け合い、住みよい地域
づくりを目指す組織です。
　「住み続けたい村」「住んでよかったと思える村」を皆さんでつくりませんか？

自 治 会 に加入しよう！に加入しよう！

声
届いています!皆さんの
村長への手紙 ～わたしの提案～

　総務課管理係☎（288）1212問

①手紙で提案
　窓口などに、専用封筒を設置しています。手紙は、随時総務課で受け
　付けていますので、直接お持ちいただくか、ご郵送ください（送料無料）。
②メールで提案
　パソコンやスマートフォンをご利用の方は、村ホームページから提案できます。
　（https://www/town.kiyokawa.kanagawa.jp/）
　また、役場に対するご意見やお問い合わせなども
　受け付けています。お気軽にご利用ください。
　※軽易なお問い合わせなどについても受け付けていますが、
　回答に時間を要する場合がありますので、お急ぎの場合は
　お電話でお問い合わせください。

窓口に設置している専用封筒

スマートフォンを
ご利用の方はこちら

防災防災
・「防災訓練」への参加
・防災倉庫内の備蓄品の管理　など

環境美化環境美化
・「クリーンキャンペーン」への参加
・ごみ置き場の清掃　など

防犯防犯
・「防犯パトロール」の実施
・登下校時などの「子どもの見守り」　など

情報共有情報共有
・広報紙「きよかわ通信」の配布
・回覧板　など

親睦親睦
・「運動会」「どんど焼き」
　「お祭り」　など

自治会への入会方法は？自治会への入会方法は？
お住まいの地域の自治会長へご連絡ください。
連絡先がわからない場合は、担当課へお問い合わ
せください。　　　 総務課管理係☎（288）1212

暮らしの情報は地域で共有暮らしの情報は地域で共有

問

行事に参加して元気な地域づくり行事に参加して元気な地域づくり

美しく、快適な村づくり美しく、快適な村づくり

「いざ」、「もしも」の時の助け合い「いざ」、「もしも」の時の助け合い 事故や犯罪を未然に防ぐ事故や犯罪を未然に防ぐ

自治会に加入しよう！7
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